
長
井
辨
順

第
一
，
戒
の
性
絡
。
四
分
律
に
「
優
波
離
を
首
と
し
て
餘
の
身
証
渚
」
と

あ
る
が
と
れ
か
ら
戒
は
法
を
身
証
す
る
事
と
考
へ
る
。
そ
と
で
四
分
律
阿

含
聖
典
等
に
依
っ
て
仏
教
一
般
の
戒
の
性
格
を
み
や
う
。
（
ご
戒
の
主
体

は
僧
伽
で
あ
る
。
僧
伽
が
法
を
身
証
す
る
修
行
課
程
に
於
て
戒
律
が
あ
る

と
い
ふ
見
地
か
ら
借
伽
鯛
成
の
瀦
條
件
に
あ
て
は
め
て
み
や
う
。
Ｑ
ご
共

住
界
。
ど
の
泄
界
は
僧
伽
の
生
活
界
で
あ
る
ｏ
僧
伽
は
生
活
を
共
同
に
し
同

界
丙
に
共
住
す
る
の
が
根
本
條
件
で
あ
る
。
訳
語
の
和
合
衆
と
は
行
事
抄

に
戒
和
同
修
、
見
和
同
解
、
身
和
同
住
、
利
和
同
均
、
口
和
無
靜
、
意
和
同
焼

の
六
に
ま
と
め
て
あ
る
。
別
住
別
衆
別
請
別
利
養
借
物
の
私
有
私
用
は
禁

制
で
あ
る
。
四
人
以
上
を
環
位
と
し
た
共
同
生
活
体
で
あ
る
。
界
丙
に
小

界
を
限
り
戒
相
当
の
比
丘
が
集
合
し
て
授
戒
作
法
を
行
ふ
場
所
が
戒
壇
で

南
伝
律
の
註
釈
書
に
マ
ソ
ダ
ラ
シ
ー
マ
即
ち
功
徳
者
の
聚
合
所
の
意
味
と

餓
悔
清
淨
の
場
所
で
あ
る
か
ら
淨
土
思
想
に
も
通
ず
ろ
。
戒
が
主
で
域
は

第
二
義
的
で
あ
る
。
（
三
）
法
の
身
証
。
比
丘
生
活
の
目
的
は
法
を
身
証

す
る
に
あ
三
』
そ
の
生
活
態
度
は
少
欲
知
足
頭
陀
行
成
学
餓
樺
愛
錐
威
儀

梵
行
随
順
行
無
漏
清
浄
行
で
佛
陀
を
儀
表
と
し
依
処
と
し
如
法
生
活
に
法

を
身
証
す
る
。
〔
四
〕
比
丘
は
法
臘
で
上
下
座
が
あ
る
だ
け
で
一
味
平
等

四
姓
解
放
人
権
尊
重
が
佛
教
の
特
色
、
そ
の
稲
族
前
職
過
犯
貴
腫
上
下
老

本
門
戒
壇
の
性
格

幼
男
女
を
職
し
衣
食
住
利
萎
を
均
等
腫
分
配
し
佛
陀
長
老
も
特
殊
と
し
て

除
外
し
な
い
。
（
五
Ｊ
餓
悔
法
と
し
て
の
戒
で
あ
る
か
ら
箭
則
が
表
で
あ

っ
て
も
凡
て
は
徴
悔
で
解
決
す
る
。
全
Ｏ
戒
は
一
人
免
許
や
親
疎
で
左

右
さ
れ
ず
三
師
七
証
は
義
務
査
任
を
負
ふ
。
戒
漣
が
功
徳
楽
た
る
所
以
も

こ
Ｌ
に
あ
る
。
（
七
）
律
藏
の
戒
律
も
経
藏
の
そ
れ
と
同
じ
く
鞍
上
戒
学

で
三
学
の
基
礎
で
あ
る
。
（
八
）
比
丘
の
生
活
は
吐
会
と
直
接
の
関
連
が

あ
る
の
で
そ
の
身
証
の
実
態
は
吐
会
に
影
響
し
未
信
者
を
近
づ
け
僧
行
者

を
増
長
せ
し
め
る
利
益
が
あ
乏
・
と
れ
が
佛
教
の
正
法
久
住
の
目
的
を
達

成
す
る
ｑ
以
上
戒
の
八
性
絡
は
大
小
乗
の
戒
に
大
体
共
通
で
、
時
処
に
依

っ
て
出
入
傍
正
の
蓑
は
あ
る
が
凡
て
は
受
者
の
心
掛
に
あ
る
。

第
二
、
法
華
経
の
戒
法
門
。
私
は
淫
行
食
肉
五
辛
の
戒
律
問
題
ひ
い
て

は
三
学
具
不
に
対
す
る
富
木
蝿
へ
の
四
信
五
品
抄
の
御
指
南
に
拠
っ
て
法

華
軽
流
通
分
の
戒
法
門
を
研
討
す
る
。
第
一
法
師
品
は
在
家
出
家
開
法
華

一
念
随
喜
者
は
如
來
使
、
如
来
と
共
宿
者
如
来
の
衣
座
室
と
い
ふ
生
活
身

証
の
表
現
で
且
つ
そ
れ
ば
滅
後
令
法
久
住
が
目
的
で
あ
る
と
戒
の
根
本
義

が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
第
二
宝
塔
品
は
宝
塔
涌
現
多
宝
証
明
淨
土
工
作
分
身

來
集
開
塔
與
欲
二
佛
上
下
並
坐
接
諸
大
衆
付
属
有
在
は
戒
法
戒
壊
と
し
て

略
整
術
さ
れ
て
あ
る
。
と
れ
は
謹
山
浄
土
の
儀
相
で
あ
る
。
及
び
戒
壊

は
一
時
的
な
施
設
だ
け
で
な
く
発
心
修
行
成
道
転
法
輪
付
属
浬
梁
滅
後
流

通
堂
で
の
一
貫
行
で
あ
っ
て
本
品
は
付
属
を
中
心
課
題
と
し
て
ゐ
る
。
偶

頚
に
は
持
軽
期
持
戒
、
若
有
能
鋳
即
持
佛
身
と
本
円
戒
の
焦
点
を
示
し
て

ゐ
る
。
第
三
、
提
婆
勧
持
安
樂
三
品
は
序
品
か
ら
の
九
品
と
同
嫌
三
学
の
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、

波
で
あ
る
。

第
四
涌
出
品
は
宝
塔
品
付
属
有
在
の
薄
手
で
あ
り
本
円
戒
の
主
体
た
る

本
化
の
説
明
で
あ
『
電
本
化
の
木
住
所
は
娑
蕊
、
化
誰
は
釈
愈
、
頭
陀
行

撫
夜
常
瀞
進
不
染
彼
間
法
端
正
有
威
徳
の
功
徳
身
証
の
生
活
を
本
地
以
来

本
佛
と
共
に
こ
の
娑
婆
本
土
に
安
住
し
た
事
を
説
か
れ
て
ゐ
る
。
太
佛
本

化
本
土
の
共
住
世
界
で
騨
歎
品
の
略
講
で
あ
る
。
と
れ
で
戒
法
門
は
完
備

し
た
。
第
五
分
別
功
徳
品
。
宗
祀
は
一
念
信
解
初
随
喜
の
行
看
位
は
名
字

期
、
修
行
用
心
は
以
信
代
殺
で
あ
る
。
』
」
の
信
隆
二
学
六
度
の
始
覚
修
証

行
で
は
な
く
木
覚
の
信
証
で
あ
る
と
塩
田
教
授
の
既
に
指
摘
さ
れ
た
処
で

あ
る
。
「
戒
等
の
事
を
捨
て
」
「
不
須
復
安
舎
利
四
事
供
菱
」
「
伝
教
の

二
百
五
十
戒
捨
畢
」
と
の
末
法
無
戒
論
的
傾
向
は
鎌
倉
佛
教
共
通
で
こ
れ

は
原
始
佛
教
に
も
遡
り
得
る
と
い
ふ
学
者
も
あ
る
が
宗
祀
程
明
確
な
断
定

は
な
い
。
但
し
と
の
信
は
本
覚
の
信
で
涌
佛
教
的
な
三
学
六
度
の
始
覚
修

証
の
信
で
も
な
く
行
で
も
な
い
。
行
者
位
は
天
台
の
修
証
位
に
依
ら
ず
名

字
即
の
凡
夫
と
し
天
子
、
天
龍
、
以
播
推
徳
我
門
人
等
禧
過
十
号
、
勿
蔑

如
で
あ
る
。
本
覚
信
戒
で
あ
る
か
ら
金
剛
不
壊
の
佛
戒
で
あ
る
。
始
覚
の

修
行
は
た
い
が
三
秘
は
行
門
で
あ
る
。
始
即
本
と
逆
転
し
て
は
な
ら
な
い

三
秘
は
毒
食
品
の
三
大
事
で
あ
る
か
ら
壽
量
品
の
誘
相
か
ら
見
る
と
、
本

尊
抄
の
自
然
譲
與
四
十
五
字
法
体
の
本
因
本
果
の
法
門
か
ら
本
覚
の
信
行

は
決
め
る
ぺ
き
で
あ
る
。
三
学
修
証
の
戒
行
健
謡
や
制
裁
が
多
分
で
あ
る

が
此
念
因
果
功
憾
の
身
証
色
読
で
あ
る
。
分
別
功
徳
品
己
下
法
師
功
徳
品

寵
騨
功
徳
品
、
逆
繊
を
扱
っ
た
不
軽
品
で
さ
へ
信
伏
随
縦
師
弟
同
住
の
功

徳
で
あ
る
。
神
力
品
の
十
神
力
も
付
属
も
偶
頚
も
全
部
功
徳
で
一
貫
し
て

ゐ
る
。
五
品
抄
の
自
然
藏
身
自
然
当
意
も
利
儘
功
徳
で
身
証
で
あ
り
付
属

で
あ
ｈ
太
餓
抄
の
約
束
言
佛
受
持
之
の
女
か
ら
見
て
も
と
れ
は
本
円
戒
法

と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
第
五
神
力
品
の
十
神
力
は
本
門
戒
墳
の
図
顯
で
あ

り
涛
量
品
の
鯉
山
風
光
の
再
現
三
秘
の
現
見
で
あ
る
。
即
是
道
場
は
邇
一

仏
土
中
の
如
何
な
る
場
所
も
本
円
戒
の
這
錨
で
あ
る
。
在
世
は
蕊
山
道
場

滅
後
は
道
場
即
霊
山
淨
土
、
即
是
道
場
と
そ
霊
山
浄
土
に
似
た
ら
ん
最
勝

の
戒
壇
で
あ
る
。
神
力
品
は
上
行
に
対
し
受
持
戒
を
付
属
す
る
戒
壇
と
、

そ
を
三
仏
に
約
束
し
久
遠
己
來
因
果
功
擦
を
身
証
し
た
上
行
に
滅
後
末
法

広
布
の
目
的
達
成
を
依
嘱
し
た
の
で
あ
る
・
滅
後
末
法
日
本
に
出
現
し
釈

愈
上
行
日
蓮
と
相
承
し
、
吾
等
名
字
の
行
者
持
経
者
が
妙
法
を
身
証
す
る

本
門
戒
蕊
の
性
格
を
左
に
列
記
す
る
。

第
三
本
門
戒
壇
の
性
格

一
．
、
戒
塑
の
主
体
は
本
化
、
日
蓮
聖
人
、
吾
等
で
あ
る
。

二
鍵
山
淨
士
の
世
界
観
は
戒
壇
法
門
の
主
流
を
爲
す
。
從
っ
て
戒
法
と
せ

ず
戒
壇
と
せ
ら
れ
た
宗
祀
の
原
意
。
本
土
開
顯
窪
山
往
詣
異
体
同
心

を
含
む

三
、
戒
壇
を
功
徳
豪
と
す
る
意
味
か
ら
三
仏
顔
貌
拝
見
三
師
証
伴
の
作
法

も
生
じ
る
。

四
、
戒
法
は
三
学
を
越
え
た
本
覚
信
の
受
持
戒

五
、
戒
法
は
功
徳
色
読
に
身
証
。

六
、
無
始
己
來
の
本
覚
的
餓
修
滅
罪
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